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｢複雑系2 -物理から生物 ･進化 ･ゲームへ～｣
4 まとめ
本報告では､2次元セルオートマトン交通量モデルにおける渋滞相の
性質について議論した｡低密度の渋滞は､空間的長距柾相関があり､そ
れを反映して､摂動の影響が残る時間の分布p(i)に系のサイズに対応し
たピークが現れた｡一方高密度での渋滞は､小さな渋滞が系全体を被う
形で現れる｡P(i)は特徴的スケ一一ルを失い巾別に従う｡こゐ巾別の出現
は､高密度渋滞相のSelf-organizedcirticality(SOC)的な性質を示唆し
ている｡同じ方向の車同士の空間相関が失われていることは､特徴的空
間スケールの消失を示唆しているが､このことから直ちにP(i)の巾別を
説明することは出来ない｡SOC的は現象が起こっているならば､空間相
関にも同様な効果が現れることが期待されるが､どのような空間相関に
巾別が現れるのかが現在のところ不明であり､今後に明かにしていきた
い｡なお詳細については文献7)を参照されたい｡
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